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図形の補いと相似・３ 

 

 下の図の四角形ＡＢＣＤの面積を求めなさい。角ＢとＣの大きさは等しく，角Ａは直角です。 
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図形の補いと相似・２ ４０９
１９

８０
㎝２ 

 

 図①のようにＢＡとＣＤをのばした線の交わる点をＥとすると，角ＢとＣの大きさは等しいので，三角形

ＥＢＣは二等辺三角形となります。頂点Ｅから辺ＢＣに垂直な線を引き，交わる点をＦとすると， 

ＢＦ＝ＣＦ＝２０㎝です。また，頂点Ｄを通って辺ＢＣと平行な直線を引き，辺ＡＢと交わる点をＧとする

と，ＢＧ＝ＣＤ＝７
３９

４０
㎝，ＡＧ＝２７

３９

４０
－７

３９

４０
＝２０（㎝）となります。 

 ここで直角三角形ＥＢＦとＤＧＡを比べると，○印をつけた角の大きさが等しく，ＢＦ＝ＧＡであること

から，２つの三角形は合同となります。よって，ＥＦ＝２１㎝，二等辺三角形ＥＢＣの面積は， 

４０×２１×
１

２
＝４２０（㎝２）です。 

 次に，図②のようにＥＦとＧＤの交わる点をＨとし，頂点Ａから辺ＧＤに垂直な線を引き，交わる点をＩ

とします。すると，ＧＩ：ＡＩ＝２０：２１，ＡＩ：ＤＩ＝２０：２１となることから， 

ＧＩ：ＡＩ：ＤＩ＝４００：４２０：４４１となります。また，ＨはＧＤの真ん中の点なので，ＤＨの長さ

は比の（４００＋４４１）÷２＝４２０.５にあたり，ＩＨの長さは比の４４１－４２０.５＝２０.５にあた

ります。 

 

図①                     図② 
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ＩＨ：ＨＤ＝２０.５：４２０.５＝４１：８４１であることから，ＡＤとＥＦの交点を図③のようにＪと

すると，ＡＪ：ＪＤ＝４１：８４１となるため，ＡＪ＝２１×
４１

４１＋８４１
＝

４１

４２
（㎝）です。影をつけ

た三角形ＥＡＪは三角形ＥＦＢと相似なので，ＥＡ＝
４１

４２
×

２１

２０
＝

４１

４０
（㎝）です。 

こうして，三角形ＥＡＤの面積は，
４１

４０
×２１×

１

２
＝１０

６１

８０
（㎝２）となるので，四角形ＡＢＣＤの面

積は，４２０－１０
６１

８０
＝４０９

１９

８０
（㎝２）です。 

 

  図③ 
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